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「
第
71
回
東
京
ダ
ー
ビ
ー

（

Ｊ

ｐ

ｎ

Ⅰ
・

ダ

ー

ト

２
０
０
０
㍍
）」
が
６
月
11

日
に
大
井
競
馬
場
で
行
わ

れ
、
グ
ラ
ン
ド
牧
場
（
伊
藤

佳よ
し

洋ひ
ろ

代
表
・
静
内
神
森
）
の

生
産
馬
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ラ
イ
ズ

号
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

同
馬
は
、
好
ス
タ
ー
ト

を
決
め
第
１
コ
ー
ナ
ー
手
前

で
先
頭
に
立
つ
と
、
直
線
で

は
後
続
を
振
り
切
っ
て
勝
利

し
、
羽
田
盃
に
続
き
３
歳

ダ
ー
ト
ク
ラ
シ
ッ
ク
二
冠
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
代
表
は
「
今
回
も
人

気
に
応
え
て
く
れ
て
良
か
っ

た
。
休
養
を
は
さ
ん
で
秋
以

降
の
競
馬
で
も
活
躍
し
て
ほ

し
い
」
と
喜
び
と
今
後
の
期

待
を
語
り
ま
し
た
。

　ナ
チ
ュ
ラ
ル
ラ
イ
ズ
号

ダ
ー
ト
ク
ラ
シ
ッ
ク
二
冠
達
成

切
花
品
評
会

信
田
健け

ん

一い

ち

さ
ん
が
最
優
秀
賞
受
賞

　

み
つ
い
し
花
き
振
興
会

主
催
の
「
第
22
回
み
つ
い

し
花
き
振
興
会
切
花
品
評

会
」
が
６
月
26
日
に
総
合

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。
品
評
会
に
は
、

デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
を
中
心

と
し
た
切
花
76
点
が
出

品
。
道
内
外
の
花
市
場
関

係
者
な
ど
15
人
の
審
査
に

よ
り
、
信
田
健
一
さ
ん
（
三

石
歌
笛
）
の
デ
ル
フ
ィ
ニ

ウ
ム
「
ス
ー
パ
ー
シ
ル
キ
ー

ホ
ワ
イ
ト
Ｓ
Ｐ
」
が
最
優

秀
賞
の
新
ひ
だ
か
町
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

信
田
さ
ん
は
「
平
成
10

年
か
ら
、
花
が
好
き
な
妻

と
一
緒
に
花
き
生
産
を
続

け
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

他
の
生
産
者
と
の
交
流
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
と
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

シ
ャ
マ
ル
号
さ
き
た
ま
杯
制
覇

春
の
短
距
離
二
冠
達
成

　

「
第
29
回
さ
き
た
ま
杯
（
Ｊ

ｐ
ｎ
Ⅰ
・
ダ
ー
ト
１
４
０
０

㍍
）」
が
６
月
25
日
に
浦
和

競
馬
場
で
行
わ
れ
、
岡
田
ス

タ
ッ
ド
（
岡
田
牧ま

き

雄お

代
表
・

静
内
目
名
）
の
生
産
馬
シ
ャ

マ
ル
号
が
見
事
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

同
馬
は
、
激
し
い
先
行
争

い
を
制
す
る
と
、
第
４
コ
ー

ナ
ー
入
り
口
で
後
続
を
突

き
放
し
５
馬
身
差
を
つ
け
て

ゴ
ー
ル
。
不
良
馬
場
の
中
、

26
年
ぶ
り
に
レ
コ
ー
ド
タ
イ

ム
を
更
新
す
る
圧
巻
の
勝
利

で
、
ダ
ー
ト
短
距
離
Ｊ
ｐ
ｎ

Ⅰ
連
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

岡
田
代
表
は
「
今
年
に

入
っ
て
３
連
勝
、
春
の
短
距

離
二
冠
は
素
直
に
う
れ
し

い
。
次
の
レ
ー
ス
も
期
待
し

て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

春の叙勲

危険業務従事者叙勲

　樋爪光弘さんは、昭和37年に幌泉町立庶野中学校

に勤務されて以来、38年間の長きにわたり教員とし

て奉職され、この間、静内町立川合小学校長や平取

町立平取小学校長、静内町立静内小学校長を歴任。

地域人材を取り入れた授業の実施やいじめ・不登校

問題の改善などに尽力されました。

　「日高管内各地で赴任し、地域の皆さま方、職場

で賜わったご支援に改めて感謝いたします。今も児

童生徒と歩んだ日々を思い起こしており、多くのこ

とを学んだ教職者人生でした」と述べました。

　　地清人さんは、昭和59年に陸上自衛隊に入隊し、下志津駐屯地や土浦駐屯地勤務を経て平成21年よ

り再び下志津駐屯地に配属され、平成30年に定年退官するまでの長きにわたり、整備准尉や先任上級曹

長として従事されました。

　「静内対空射撃場での訓練にほぼ毎年参加し、この町に魅力を感じ、定年退官を機に家族で移住しま

した。この度の受章は家族の理解とこれまで支えてくれた全ての方々のおかげであり、新ひだか町での

受章を誇りに思い感謝申し上げます」と述べました。

瑞宝双光章（教育功労）

瑞宝単光章（防衛功労）

元 公立小学校長

元 ３等陸尉

樋爪 光
み つ

弘
ひ ろ

さん (85) ＝ 静内旭町

　地　清
き よ

人
と

さん (61) ＝ 三石西端

平
和
の
尊
さ
を
次
の
世
代
へ

恒
久
平
和
祈
願
戦
没
者
追
悼
式

　

町
主
催
の
新
ひ
だ
か
町
恒

久
平
和
祈
願
戦
没
者
追
悼
式

が
７
月
８
日
に
総
合
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
遺
族
や

関
係
者
な
ど
約
40
人
が
参
列

し
、
戦
火
に
散
っ
た
４
６
０

柱
に
黙
と
う
や
献
花
を
捧

げ
、
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

遺
族
を
代
表
し
、
三
石
地

区
遺
族
会
の
沖
田
ミ
ツ
ヱ
会

長
が
「
今
も
世
界
各
地
で
の

紛
争
に
よ
り
、
尊
い
命
が
失

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
残

念
な
こ
と
と
感
じ
て
い
る
。

私
た
ち
は
戦
争
体
験
国
と
し

て
過
去
の
悲
惨
な
戦
争
か
ら

学
ん
だ
平
和
の
尊
さ
を
改
め

て
認
識
し
、
次
の
世
代
に
戦

争
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
、
参
列
者
は
、

戦
後
80
年
の
節
目
に
不
戦
と

恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
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